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本書では、北信濃野沢温泉の道祖神祭りの準備を担う
「三夜講」と呼ばれる 3世代 100名程度の集団の協働
インタラクションを分析する。言葉では表現しきれな
い身体技法や作法とともに、目上の者への礼儀を重ん
じ、公の前に自己犠牲を厭わず、誠意のある仕事をす
るという伝統的精神が伝承される様を著す。
執筆者：阿部廣二、榎本美香、坂井田瑠衣、高梨克也、
寺岡丈博、伝康晴、坊農真弓、細馬宏通、森内康博
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